
広報広聴事業

まちづくりパワーア
ップ事業

交通安全対策事業

通院等支援サービス
事業

老人クラブ助成事業

障害者交通費助成事
業

在宅介護応援りほ～
む事業

診療所開設等支援事
業

病院人材育成支援事
業

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

貢献度

貢献度

貢献度

貢献度

貢献度

優先度

優先度

優先度

優先度

優先度

他課実施のアンケートなどの活用し、視読度の把握を検討すること。        

事業の継続化を図るため、審査時に事業継続性をよく判断すること。一定期間

継続している事業について、表彰や報償金などのインセンティブ制度を設ける

など、事業の継続性を高める検討を行うこと。                            

交通事故発生件数を人身・物損に分け、高齢者事故件数（割合）など、成果指

標の見直しを行うこと。                                                

事故発生の多い場所を調査分析するとともに、啓発活動や交通安全教室などの

実施により、事故件数の減少につながっているか効果の検証を行うこと。    

利用者の自己負担の引き上げを検討すること。                            

                                                                      

対象者一律の助成ではなく、所得制限や級別で重い方に加算するなどの改定に

ついて検討すること。                                                  

事業周知が大切であり、都市整備課とも連携してきめ細かい制度周知や利用促

進を図ること。                                                        

在宅率を要介護者とそれ以外の方に分けたり、制度利用者の在宅率（推移）を

成果指標にするなどの見直しを行い、事業効果を把握すること。            

診療科目に応じた補助内容への見直しを検討すること。                    

成果指標として、医師数や認定看護師数を把握し、事業効果を確認すること。

総務課

企画財政課

環境生活課

福祉事務所

健康増進課

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

市：現状維
持

市：業務改
善

市：現状維
持

市：業務改
善

市：現状維
持

市：業務改
善

市：現状維
持

市：業務改
善

市：現状維
持

平成26年度事務事業評価(平成25年度実施事業)　第３次評価結果表



スキー場利用促進バ
ス運行事業

勤労・就業支援事業

見本市等出展促進事
業

農作物有害鳥獣対策
事業

林業振興事業

水産業振興事業

並行在来線対策事業

スローライフまちづ
くり事業

親子健康訪問事業

むし歯予防事業

遊戯室わんぱくホリ
デー事業

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

貢献度

貢献度

貢献度

貢献度

貢献度

優先度

優先度

優先度

優先度

優先度

                                                                      

                                                                      

補助内容の見直しを行いながら、制度利用企業数の拡大を図り、企業の経営力

強化につなげること。                                                  

鳥獣の個体減となるような対策の検討・実施を行うこと。                  

民有林の整備状況や緑の少年団員数を成果指標として、事業効果を把握するこ

と。                                                                  

                                                                      

利用促進のため、えちごトキめき鉄道㈱への支援体制の拡充が必要である。  

（平成27年度以降、事業名称及び事業内容を変更して行うこと。）          

補助金としては廃止とし、各事業については内容を精査したうえで、個別の支

援が必要かを検討する。                                                

訪問した結果を情報共有しながら、別事業にも活用すること。              

予防医療に力を入れ、医療費の削減につなげていく。                      

子どもの遊び場として必要とされ、利用されるような内容に見直しを行うこと

。                                                                    

交流観光課

商工農林水産課

都市整備課

能生事務所

こども課

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

市：現状維
持

市：現状維
持

市：拡大・
拡充

市：業務改
善

市：現状維
持

市：現状維
持

市：拡大・
拡充

市：統合・
縮小

市：現状維
持

市：現状維
持

市：業務改
善
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第３子保育料無料化
事業

食育活動推進事業

いじめ・不登校等対
策支援事業

青少年活動事業

埋蔵文化財発掘調査
事業

ハザードマップ作成
事業

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ

事業名

事業名

事業名

事業名

事業名

貢献度

貢献度

貢献度

貢献度

貢献度

優先度

優先度

優先度

優先度

優先度

一人当たりの第３子保育料軽減額については、活動指標に修正。制度開始（平

成21年）以降の第３子の数（割合）を確認し、成果指標とすること。        

朝食摂取率100％であるが、その内容の把握を行い、保護者への啓発及び朝食 

の充実に努めること。                                                  

相談件数や担当職員配置数などを活動指標に修正。                        

不登校の数やいじめの件数（率）を成果指標として、事業効果を確認すること

。                                                                    

                                                                      

                                                                      

各種ハザードマップを、避難路や避難所の整備、避難誘導看板の設置などに活

かし、市民の防災意識の高揚につなげること。                            

こども教育課

生涯学習課

文化振興課

消防本部

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

総合評価（今後の方向性）

市：現状維
持

市：現状維
持

市：現状維
持

市：現状維
持

市：現状維
持

市：拡大・
拡充
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